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コピーフリーの移行プロジェクトをロールバックし
ています

移行したアグリゲートをコミットする前であれば、コピーフリーの移行のどのフェーズ
でも、移行をロールバックして 7-Mode にリバートできます。ロールバックは手動で行
います。7-Mode Transition Tool を使用して、ロールバックで実行する必要のある手動の
手順を生成できます。

• ボリュームまたはアグリゲートの移行処理がクラスタで実行されていないことを確認します。

「 job show -jobtype transition 」コマンドを使用できます。

• コミットされた 7-Mode アグリゲートがないことを確認します。

7-Mode アグリゲートが 1 つでもコミットされていると、ロールバックを実行できません。

• ターゲットクラスタノードがテイクオーバーモードでないことを確認します。

手順

1. ロールバック (Rollback Precheck) * をクリックして ' プロジェクトがロールバックの対象であることを確
認します

事前確認で問題が報告された場合は、それらを手動で修正し、事前確認処理を再実行する必要がありま
す。たとえば、テスト時に新しいボリュームまたは LUN を作成した場合は手動で削除する必要がありま
す。

2. [ ロールバックステップの生成（ Generate Rollback Steps ） ] をクリックして、ロールバックを成功させ
るために実行する必要がある手動ステップのリストを生成します。

3. * Save as CSV * （ CSV として保存）をクリックして、手動ステップをファイルに保存します。

ファイルからロールバックコマンドをコピーして実行できます。

4. どの移行フェーズからロールバックするかに応じて、必要な手動手順を実行します。

◦ * インポートまたはテストフェーズ *

i. クラスタでロールバックコマンドを実行し、 * 確認 * をクリックします。

ii. 7-Mode ディスクシェルフを 7-Mode コントローラに接続し、ケーブル接続を手動で検証して、 *

Confirm * をクリックします。

iii. 7-Mode コントローラでロールバックコマンドを実行し、 * Confirm * をクリックします。

iv. Operations History タブで、 SVM に適用されている構成を表示します。

v. ツールによって適用されたすべての構成を SVM から手動で削除します。

◦ * 配線フェーズ *

i. 7-Mode ディスクシェルフを 7-Mode コントローラに接続し、ケーブル接続を手動で検証して、 *

Confirm * をクリックします。
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7-Mode のケーブル接続が、プロジェクト開始時と同じ状態であることを確認する必要があり
ます。

ケーブル接続を検証するには、 Config Advisor を使用する必要があります。

i. 7-Mode コントローラでロールバックコマンドを実行し、 * Confirm * をクリックします。

ii. ツールによって適用されたすべての構成を SVM から手動で削除します。

SVM に適用されている設定は、 Operations History タブで確認できます。

◦ * エクスポートフェーズ *

i. 7-Mode コントローラでロールバックコマンドを実行し、 * Confirm * をクリックします。

ii. ツールによって適用されたすべての構成を SVM から手動で削除します。

SVM に適用されている設定は、 Operations History タブで確認できます。

◦ * SVM のプロビジョニングフェーズ *

ツールによって適用されたすべての構成を SVM から手動で削除します。

SVM に適用されている設定は、 Operations History タブで確認できます。

移行をロールバックするための手動手順

5. すべての手動手順が完了したら、 7-Mode Transition Tool で * Verify 7-Mode * をクリックして、 7-Mode

コントローラでデータを提供する準備ができていることを確認します。

手動による移行のロールバック

移行をロールバックする場合は、クラスタおよび 7-Mode システムでいくつかの手順を
手動で実行する必要があります。手動のロールバック手順の一覧は 7-Mode Transition

Tool で生成されます。

ロールバックの手順は、ロールバックを決断したフェーズによって異なります。インポート処理が成功したあ
とにロールバックを決断した場合は、このタスクのすべての手順を実行する必要があります。それよりも前の
フェーズでロールバックを決断した場合は、これらの手順の一部を実行する必要があります。

手順

1. クラスタにログインします。

2. 移行したボリュームのいずれかが SnapMirror 関係にある場合は、次のいずれかを実行します。

◦ 移行したボリュームが SnapMirror 関係のデスティネーションである場合は、 SnapMirror 関係を削除

します。 +snapmirror delete -destination-path destination-path -source-path

-source-path

◦ 移行したボリュームが SnapMirror 関係のソースである場合は、 SnapMirror 関係を解除します。「 *

snapmirror release -destination-path destination-path -source-path source-path *

3. クラスタから、移行したボリュームで次の処理が実行されていないことを確認します。
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a. ボリューム移動操作 :+* volume move show *

b. LUN の移動操作： +* lun move show *

c. LUN コピー処理 :+* lun copy show *

4. すべての 7-Mode アグリゲートのロールバックを実行します。

a. diagnostic 権限レベルにログインします :+set -privilege diagnostic

b. 「 storage transition revert start 」コマンドを使用して、アグリゲートを 7-Mode の状態にリバートし
ます。

このコマンドには、移行プロジェクト ID やアグリゲートの属性など、追加のパラメータが必要で
す。7-Mode Transition Tool で生成された手順に従って、パラメータとその値を指定した完全なコマン
ドを使用してください。

c. 移行したすべてのアグリゲートのロールバックが成功したことを確認します。 +*storage

transition revert show-status *

ロールバックが正常に完了すると、アグリゲートの [ ステータスコード ] フィールドに「 REVERT_コ
ンプリート 」と表示されます。

5. ディスク所有権をターゲットクラスタノードから 7-Mode コントローラに再割り当てします。

a. ディスク所有権を 7-Mode コントローラに割り当てます。 +* disk assign – disk_disk_id –

s_system_id_-force true *

b. ディスク所有権が 7-Mode コントローラに割り当てられたことを確認します。

'storage disk show -fields owner-id

6. 7-Mode の LIF を SVM から削除します。

「 * network interface delete -vserver svm_name 」 - 「 lif_lif_name*`

7. ターゲットクラスタノードに対するコピーフリーの移行の制限事項を diagnostic 権限レベルで削除しま
す。

'storage transition pre-commit end -session-id_transition_project_id_

この手順は、ロールバック処理が完了して、 7-Mode コントローラが稼働状態になったあとにも実行でき
ます。

8. 次に示す diagnostic 権限レベルのコマンドを使用して、ターゲットクラスタノードに関する移行プロジェ
クト情報を削除します。

* storage transition purge-info -session-id_transition_project_id _ *

この手順は、ロールバック処理が完了して、 7-Mode コントローラが稼働状態になったあとにも実行でき
ます。

9. エクスポートおよび停止処理の際にディスク所有権の自動割り当てを無効にした場合は、有効にします。

'*storage disk assign -auto true *
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10. ツールによってターゲット SVM に移行された構成をすべて手動で削除します。

ツールで移行された構成の情報については、 SVM のプロビジョニング処理とインポート処理の結果で確
認できます。

11. ディスクシェルフをターゲットクラスタノードから切断し、 7-Mode コントローラに再接続します。

ケーブル接続を検証するには、 Config Advisor ツールを使用する必要があります。

12. ターゲットクラスタノードのディスクシェルフ ID との競合を解決するために 7-Mode のディスクシェル
フ ID が変更された場合は、古い ID に手動で変更し、ディスクシェルフの電源を再投入して新しい ID を
有効にします。

13. ソースの 7-Mode コントローラを通常モードでブートします。

14. いずれかのソース 7-Mode コントローラから、テイクオーバー機能を有効にします。

「 * cf enable * 」と入力します

15. エクスポートおよび停止処理の際にアグリゲート Snapshot コピーの自動削除を無効にした場合は、有効
にします。

options snap autodelete aggr_name_on
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